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 要  旨 
実写顔画像から顔部品の形状と配置に関する情報を取得し、それらに対する主成分分析を行い、
各主成分得点によって顔特徴を記述することで、コンピュータによる似顔絵生成が可能である。
個々の主成分は顔部品形状の長さや太さなど同時に複数の情報を含んでいる。このため、例えば
眉の太さなどの人にとって意味のある量を変化させるためには、複数の主成分を組み合わせて変
化させる必要がある。既存研究では、複数の主成分の組み合わせによって現れる似顔絵形状変化
を考慮することにより、顔部品に対する太さ、長さなどの量と対応する主成分の組み合わせが明
らかにされ、人にとって意味のある量の変化を直接似顔絵に反映できるようになった。一方、優
しいなどの顔の全体的印象は、その印象を表すと思われる典型顔をあらかじめ作成し、その典型
顔とのベクトル間の距離によって評価をしていたが、なぜその顔が優しいのかという分析に結び
付けられなかった。 
本研究では、顔を構成する各部品の形状や配置がどのように顔の全体的印象を構成するのかを
明らかにすることを目的とする。そして、顔全体の印象としては、優しい、厳しい、勇ましい、
のんき、おとなしい、の 5つを対象とする。研究方法としては、似顔絵生成システムを用いて顔
部品（目、眉、口）の形状特徴（長さ、太さ、角度）と配置を変化させた似顔絵を多数作成し、
それらの似顔絵から受ける顔の全体的印象をアンケートによって調査するアプローチを取った。
また、アンケート結果に対し、適切な関数を当てはめ、各要素（顔部品の形状や配置の種類）に
対する顔の全体的印象の評価値を解析的に記述した。さらに、顔の全体的印象が各要素にどれほ
ど強く依存しているかを明らかにし、顔部品の形状・配置に基づいて顔の全体的印象を推定する
手法を導出した。 
本研究で導出した判定法を用いて、300 人の実写顔画像に対して顔の全体的印象のそれぞれに
対する評価値を計算し、厳しいなどの評価が高い顔を抽出した。抽出した顔に対して主観評価実
験を行い、判定法による評価値と主観評価の値に正の相関があることを確認した。また、提案す
る判定法を用いて、厳しいなどの顔の全体的印象を典型的に表すと思われる似顔絵を作成し、主
観評価実験によって、人の感覚と一致する似顔絵が得られていることを確認した。今後の課題と
しては、その他の顔の全体的印象に対しても本手法が適用できるか確認することが挙げられる。 
 
